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ばるーんで遊ぼう！

病院の子供たちと家族に笑顔を届けます
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２０１８年度も
たくさんの笑顔を届けました！

特定非営利活動法人

２０１８年度も３月末を持って無事終了！

１０周年の記念の年、今年度もたくさんの子どもたちや付き添いのご家族
と一緒に、笑顔の時間を過ごすことができました。
２０１９年度は、１１年目に入る新しい年。

今までのやり方にとらわれず、新しいぷくぷくばるーんをつくっていこうと
思います！
（大竹）

３月１０日、ボランティアの全体ミーティングを開催しました。

今回の勉強会は、大竹が改めて団体設立の経緯やスタッフの想い、活
動以外でも役立つ「スマイルコミュニケーション」をお話しました。
活動設立のお話は、HPに掲載されているものの、最近は実際に時間を

しっかりとってボランティアへ説明をしていなかったので、みんな興味深く
聞き入ってくれました。

全体ミーティングを開催しました

病院の子どもたちと実際に触れあって
いるボランティアにとって、自分たちの活
動がいかに子どもたちに必要で大切なこ
となのか、スタッフ （元患者家族）の目線
からの話を聞くことによって、より深く理解
できたようでした。

また、普段マスクをして活動しているの
で、顔の半分は隠れてしまいます。そん
な中で子どもたちと心を通じ合わせるに
はどんなコミュニケーションを取らなけれ
ばならないのか、理解できたと思います。

ディスカッションでは、普段の活動での疑問や困ったことのシェアや、先輩ボ
ランティアからのアドバイスをしました。みんなの話を聞きながら、本当に真剣
に活動し、自分が楽しみながら子どもたちと遊んでいる様子が伺え、とても心
強く感じました。 そして、スタッフから「どうしたらもっとボランティアが増えるの
か？」率直に意見を聞かせて！とお願いし、たくさんの意見をもらうことができ
ました。みんなぷくぷくのことが大好きで、一生懸命に活動してくれていること
が本当に嬉しいミーティングでした。 （大竹）
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今回は、ぷくぷくばるーん設立の中心メンバー
大竹と祖父江の想いをお伝えします！
今回は、ぷくぷくばるーん設立の中心メンバー
大竹と祖父江の想いをお伝えします！

１２月９日（日）、毎年参加している愛知淑徳大学CCC（コミュニティ・コラボレーションセンター）主催
のコラボメッセに参加しました。
今年も私たちのような外部団体をはじめ、学生団体、行政、企業など多くの参加があり、星が丘キャ
ンパスの会場は大盛り上がりでした。学生団体など、とても精力的に活動されており、おおいに刺激
になりました。
私たちはブースを訪れてくれた方たちに活動の紹介説明をし、また実際にバルーンを体験して頂きま
したが、みなさん興味深々に参加してくれ、とても励みになりました。（大竹）

コラボメッセに参加しました ＠愛知淑徳大学

ぷくぷくばるーんの活動をはじめ、いつの間にか１０年が経ちました。
今回は改めて、活動が始まったきっかけや活動に対する想いを、お話しようと思います。

私は、４歳で急性リンパ性白血病を発症し長きに渡り闘病してきた息子を、2007年１月、１２歳目前で亡くしました。
それからちょうど１年度の2008年1月には、多くの仲間やお世話になった主治医の先生方とともにぷくぷくばるーんの設立総会を開
き、すぐに現在と同じ愛知県内の7病院で活動を始めました。
こう聞くと、最愛の息子を亡くしたのに、なんて立ち直りの早い！すごいですね～と驚かれる方もいます。よく亡くした病院に入れます
ね、思い出さないですか？とか。
いやいや、立ち直ってなどいませんでしたよ！毎日とはいいませんが、何かにつけて、よく泣いていました。
活動中でも、息子によく似た子に会うと、マスクで分からないように涙を流したり。。。
でもとにかく、何かお世話になった病院にお返しをしないと！という思いと、あまりに長い入院生活だったので、病院にいると家より落
ち着く（笑）というか、息子がいるような気がして精神的に安心していたというところが本音です。ぷくぷくばるーんの設立趣意書には、
「闘病する子どもたちの健全な育成のために。。。云々かんぬん」とか書きましたが、本心を言えば、そんなところです。
なぜ亡くした病院にお返しをしないと！と強く思ったかというと、それはぷくぷく理事長の加藤剛二先生をはじめとする先生方、看護
師さんたち他医療者の方々に、息子は心の底から感謝してもしきれないほどの、誠心誠意心のこもった医療、「愛」を頂いていたから
です。結果的に息子は亡くなりましたが、息子の一生は本当に幸せではなかったかと思うのです。
これは、息子が念願の地元小学校へ戻ることができ、「普通の」小学生生活を送った貴重な1年間の時にも同じです。小学校の先生
やクラスメートたちに、一生分の愛をもらったから、1年間しか小学生生活は送れなくても、息子は悔いがないのではないかと思いま
す（多分💦） これは、私が今ボランティアを運営する上でも、仕事をする上でも、とても大切にしている教訓の一つになっています。

「その過程を、誠心誠意の心と愛を持って向かい合えば、たとえ結果が悪くても、そこには必ず笑顔が残る！」

たとえ自分が一生懸命向かいあったとしても、相手に伝わっていなければ、何の意味もない。だから、相手には心からの愛を持って
向き合っていきたいなあと思うのです。
ぷくぷくばるーんの活動も、そんなことをボランティアさんたちに大切にして活動してもらいたいと思っています。表情、言葉がけ、態
度、一つ一つに愛を持って子どもたちに接していれば、必ずそこには笑顔が生まれ、笑顔の余韻が残ります。
一緒に遊んだ時間が入院生活の記憶に残らなくても、笑顔の時間の記憶が残る活動を。
それが私の願いです。

ぷくぷくばるーん 理事・運営業務代表
大竹由美子

１２月１３日（木）、今年もランフォーピースの皆さんがたくさんのマラソンメダルやティファニー
ネックレスを持ってきてくださいました。
闘病する子どもたちに、マラソン完走するときのように頑張ってほしいとの思いで、毎年全国
から集まるメダルと、名古屋ウィンメンズマラソンの完走記念品のティファニーネックレスを綺
麗にラッピングし、子どもたちにプレゼントしてくれます。
今年は、２回目の名大病院。外科と内科の子どもたちは、ランフォーピースの皆さんの出す
「マラソンクイズ」に張り切って答えたり、一緒にバルーンでリースを作ったりして楽しみました。
そして、とてもたくさんあるメダルの中からお気に入りのものを選んだり、ネックレスをしてみた
りし、とても嬉しそうに楽しんでくれました。（大竹）

マラソンメダル＆ティファニーネックレスのプレゼント
ランフォーピース普及協会 ＠名大病院

２月17日（日）、大阪で毎年開催されるスペシャルキッズサポーターズの集いに、今年
はぷくぷくから大竹と祖父江が参加しました。
スペシャルキッズサポーターズとは、配慮の必要な子どもたちに関わるボランティア全
般のこと。基調講演や専門家による遊び方の様々なワークショップ、ポスターセッショ
ンと盛りだくさんの内容です。ポスターセッションでは、私たちのような小児病棟のボラ
ンティアの他に、レスパイトハウスなどの在宅支援など20以上の発表がありました。
全国から様々な団体や専門家が集まるこのイベントは、他の団体と繋がったり、活動
に繋がる情報を得られたりと、とても有意義な機会となっています。（祖父江）

スペシャルキッズサポーターズの集い2019に
参加しました ＠大阪
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ぷくぷくぷくぷく

娘の１３回忌を終えて～ ぷくぷくの１０年とともに。

ぷくぷくばるーん理事 祖父江 薫

ハッピーママフェスタ2019に参加しました

ボランティア交流会に参加しました
＠国立名古屋医療センター

３月５日（火）、国立病院機構名古屋医療センターにて開催されたボランティア交流会に、
参加させて頂きました。小児病棟でボランティアをされている他のボランティアグループの方と同
じテーブルでお話ししましたが、子供たちを想う気持ち、ボランティアとしての気持ち等、同じ思い
もあり、そしてみなさんの深い愛情も感じられ、大変、勉強になりました。
『病院の建物は古いけど温かい』大きい病院にもかかわらず、患者さんに寄り添い、より良い病
院にしていこうとする病院の姿勢にも感銘を受けました。
短い時間でしたが、とても充実した時間を過ごすことが出来ました。 （永田）

毎日新聞社会事業団 小児がん抑制基金を今年も贈呈して頂きました ＠大阪

3月6日（水）、昨年に引き続き毎日新聞大阪社会事業団様の「小児がん征圧募金」の
贈呈式に出席しました。今回は祖父江1人での参加です。
毎日新聞社大阪本社で行われた贈呈式では、社会事業団、毎日新聞の方々と、募金
の配分先である全11団体さんが、今までの活動内容や近況報告をして、アドバイスを
お互いにし合ったりと、なかなか白熱した意見交換会になりました。
とてもいい刺激を受け、他の団体さんに負けないようにぷくぷくも頑張らないと！と身
の引き締まる思いでした。
そして、募金していただいた皆様の思いに恥ないようこれからも活動をしていきたいと
思います！

（祖父江）

今年もまた、ナゴヤドームで開催されましたファミリー向けのイベント、ハッピーママフェスタにて
ぷくぷくばるーんのバルーンアートセミナーを行いました。
昨年、一昨年に引き続き３回目のセミナー出演。また今回もたくさんの子どもたちにバルーンア
ートの楽しさを体験していただく事ができました。最終日の日曜日は、わざわざ、セミナー予約を
して来てくださった方も多く、予定枠の席がすぐにいっぱいになり。10席を追加するという盛況ぶ
りでした。皆が笑顔で楽しんで頂け、ぷくぷくばるーんのことを知らなかった皆様にお話しするこ
ともでき、また来年も是非参加してみたいと思いました。

（丸山）

ぷくぷくスタッフの祖父江です。私は、ぷくぷくが立ち上がった時から大竹と一緒に活動してきました。
今回から２回連載で、そのきっかけとなった亡き娘”美桜”（みお）の話を交えながら、ぷくぷくの活動を始めて今に至るまでのお話をさせ
ていただきます。
先日、美桜の13回忌の法要を終えました。
平成7年3月30日、次女として生まれた美桜は、あまり手がかからずいつもお姉ちゃんに引っ付いて遊び回っている女の子でした。幼稚
園の年中になったばかりのある夜中、突然激しく嘔吐しました。それからおよそ一ヶ月が経過したある朝、起きることができないくらいぐ
ったりしていたので、今までに行ったことがない大きい病院へと連れていきました。そこで”脳腫瘍”と診断され、そこから名古屋第一日赤
病院での７年半に渡る闘病生活が始まりました。
この7年半の間には、開頭手術、抗がん剤治療、末梢血移植、放射線治療など様々なつらい治療があり、入退院を繰り返えさなけれ
ばいけませんでした。でも、入院生活も長くなると、病室内でのお友達が自然と増え、入院生活をそれなりに満喫しました。
治療の合間をぬって、院内学級の”ひまわり学級”に通い、勉強はもちろん様々な体験もさせてもらいました。院内学級は、通常の学校
生活とは大きく異なりますが、朝顔を育てたり、院内運動会やホットケーキやたこ焼きの調理実習もありました。ハロウィン時には、お母
さんの手作り衣装で仮装ファッションショーも！親子ともども、大いに盛り上がりました。また、ボランティア団体さんのティンカーベルさん
や、読み聞かせや工作をするポシェットさんや、ホスピタルクラウンさんなど、いろいろなボランティアの方々にもよく遊んでもらいました
。治療中はぐったりとしていますが、少しでも体調が良くなるとボランティアさんと遊ぶことをとても楽しみにして「今日は何をするんだろう
？」とワクワクしていました。そんな姿をみるのは、母親として本当に嬉しいものでした。
今、その７年半の闘病生活を振り返って思うことは、つらいことや悲しいことなど決してマイナスなことばかりではなかったということ。
楽しい経験や、普通の小学生ではできない貴重な体験など、病院という社会の限られた環境の中ではありましたが、いろいろな経験を
して、娘は精神的にも成長していたと思います。
そしてこうした闘病生活に、外から来てくれるボランティアのお姉さんやお兄さん達は、とても重要な存在でした。体が動けなくなり、意
識が朦朧としている中でも、声がけをしてくれるボランティアの存在は今でも忘れることができません。

娘は、色んな方々に支えられて頑張ってきましたが、小学校の卒業と、12歳の誕生日を迎えることなく息を引き取りました。娘の事を書
こうとすると、色々な思いが溢れ出し、伝えたいことがたくさんありすぎてなかなかコンパクトになりませんね。。。
ということで、次回は娘が亡くなってから、大竹と一緒にぷくぷくを立ち上げ今に至るお話をさせていただきます！

（次号へつづく）
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一緒に遊んだ子どもたち・ご家族（のべ人数）

プレイルーム 子ども80名 / 大人72名
ベッドサイド 30名
個室他 29名 計139名（子ども）

活動したボランティア

１２月～３月

のべ61名（病院での活動のみ）

使用したバルーン

のべ964本（病院での活動のみ）

お寿司工場！
とっても美味しそうです♪

１月１２日
３月 ９日
愛知医大病院
です

１２月１４日
１月１５日
２月１２日
３月１２日

名古屋第一日赤
です

１２月２５日
１月２２日
２月２６日
３月２６日

名古屋掖済会病院
です

１２月１３日
２月２８日

名古屋大学附属
病院です。

「ばるーんで遊ぼう！」毎月１回ぷくぷくが来るよ！

一人で膨らませられる子は、
ゆっくり見守ります！

あかちゃんのお母さんにも
楽しんでもらっています♪

遊べなかった子へのお土産は、
保育士さんが配ってくれます。

ランフォーピース協会のメダ
ルとネックレスプレゼント！
嬉しいね～

一緒に膨らませるから、
小さな子でも楽しいよ。
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ぷくぷく スケジュール

名鉄病院 ・・・ 毎月第１金曜日 14：00～
名古屋第一赤十字病院 ・・・ 毎月第２火曜日 15：00～
国立名古屋医療センター ・・・ 毎月第３木曜日 15：00～
名古屋掖済会病院 ・・・ 毎月第４火曜日 13：30～
あいち小児保健医療総合センター・・・ 毎月第３土曜日 10：
30～
名古屋大学附属病院 ・・・ 隔月第４木曜日 14：00～
愛知医大附属病院 ・・・ 隔月第2土曜日 10：30～

１２月１５日
１月１９日
２月１６日
３月 ９日

あいち小児
保健医療総合
センターです

１２月６日
１月１１日
２月１日
３月６日

名鉄病院です

１２月 ７日
１月１７日
２月２１日
３月１４日

国立名古屋医療
センターです

ただの白いバルーンに、
縦線を書くだけで、イカに
なっちゃう♪

寄付付きTシャツイベント
で購入してくれた二人。

いつも活動の時に着てき
てくれます！

お顔を見せられないのが
残念！とってもかわいい
笑顔です。

看護師さんも一緒に遊ん
でくれると、嬉しいね～

お部屋から出れなくても、
ベッドサイドで一緒に作ろ
うね！



MOTOKIのアメリカだより
「チャイルドライフスペシャリストへの道」

ぷくぷくインスタ部ができました！

学生ボランティアさんが中心となって、発信しています♪
フォローしてくださいね！

アカウント名 pukupuku2019

キレイな桜🌸の季節も終わりゴールデンウィークに突入ですね！
どこへ行っても渋滞&混雑でバテ気味ではありませんか？そんな方におすすめの場所を紹介します。
下呂温泉に有る無料露天風呂で、水明館の北側 赤い橋の下に有ります。
皆さん1度は見たことがあるかも知れませんが、男女水着着用の義務あり！の混浴露天風呂です。
私個人的な意見ですが何故下呂温泉が日本三名泉♨なのか、、、そんなにたいした温泉に感じた事はないし、
他にも良い泉質の温泉はたくさんあるのに、と温泉宿の温泉に入る度に思っていました。
しかし先日、初めて無料露天風呂に入ったとたん、流石！下呂温泉と感じてしまいました。
私は家族みんなで、この混浴露天風呂に入ります♨
是非、入った人にしか感じられない最高の泉質を味わってみてください！
ちなみに温泉大好き私の日本一温泉は、伊豆の下田にある、 観音温泉♨です。ここの泉質にはびっくりしますよ！
一年間、絶対風邪引かないわ！と感じさせる凄い泉質で秘湯です！
ここのキレイな温泉宿に泊まるのも私の夢です★

西山貴洋

下呂の混浴露天風呂は最高！

みなさん、こんにちは安井元規です。

前学期に続き病院での研修や小児科でボランティアにと忙しく充実した日々を過ごしています。今回は幼稚園研
修と今の進歩状況を書きます。
チャイルドライフスペシャリストになるには、病院以外の場所で子供達と過ごさなければいけません。

幼稚園の子供達はいつも元気で一緒に外で遊んだり、ランチを食べたり、クラスのアクティビティをしました。先日
、前学期で担当していた子供達のトイレトレーニングが終わり、わざわざ安井のところに教えに来てくれた時は、子
供の成長にとても感動しました。授業や宿題が続き、寝不足で幼稚園に行くことがしばしばありますが、子供の笑顔
を見ると自然とパワーをもらえます。やっぱり子供には笑顔が1番だと幼稚園研修で教わったので少しでも病院の子
供達が笑顔になれる病院環境を作りたいと思いました。

この写真は、注射器を怖がっていた子供に注射器に慣れて
もらうために行った注射器ペインティングの写真です。

さてさて、安井のチャイルドライフの進歩状況ですが、初めての
壁にぶち当たりました。チャイルドライフスペシャリストの認定試験
を受けるためにインターンシップを修了する必要があるのですが、
インターンシップの前にプラクティカムという病院研修を終わらせな
ければならず、夏に向けてプラクティカムを申請しました。しかし、
残念ながら落ちてしまいました。秋学期にプラクティカムを行うため
の準備に追われています。落ちた時は悲しみと悔しさ、そしてなに
よりもモチベーションが下がってしまいましたが、チャイルドライフ
スペシャリスト、クラスメイト、友達が励ましてくれたおかげで今は
立ち直りました。秋にプラクティカムが取れるよう悔いのないように
準備をしたいと思います。



12・1・2・3月はこれつくりました！
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３月 チューリップ

ザ・春！
色とりどりのチューリップが病
棟に咲き乱れると、いっぺんに
春らしくなります。

12月 クリスマスリース

リースは簡単でとっても可愛い！
リボンを輪ゴムでとめて、色とり
どりの飾りを両面テープでつけれ
ば、出来上がりです。

２月 ケーキ

毎年ケーキのクリームが難
しかったので、今年は超簡
単バージョンに。
そのおかげで（？）バリ
エーション豊かなケーキが
たくさん誕生しました！

１月 お寿司

今年は、定番お寿司セットに
エビが入りました。
そして、鉄火とカッパは、
ちゃんとご飯とノリで巻いて
ありますよ♪

話してください、あなたのこと ②
難病支援ピアサポーター 西原 正子

ずっと「はちきんだより」を連載してくれた西原正子さん。
新しい連載は、新人ピアサポーターとして活動するお話です！

運営スタッフ
つれづれ日記

初夏の代名詞「初鰹」。鰹はこの時期、黒潮に乗って高知県の沖を北へ北へと上っていきます。初鰹の水揚げは高知県民にとっ
て嬉しいニュースです。新鮮さが命の鰹を藁で一気に焼きを入れて、一口では入りきらない程の大きな一切れにニンニクのスライ
スと大葉、ネギと共にポン酢で食すのが本場の「鰹のタタキ」。この美味しさは現地でないと味わえません。是非、高知まで食べに
来てください。こじゃんと旨いぜよ！

難病支援ピアサポーターとしての初仕事は小児慢性特定疾患を持つ患者さんや患者家族の方の相談でした。今、現在の悩み
や今後の見通しなど、私も娘の時の経験からどんなサポートができるのかを考えながら対応しました。病気の違い、年齢の違い、
環境の違いはあれども当事者の抱える悩みの大きさは計り知れず、容易く理解できるものではありません。しかしながら、難病が
もたらす状況に挫けることなく適応していく底力にこそ計り知れないパワーがあることに驚きと感動を覚えました。感情を素直に出
して語る物語にどんどん引き込まれていきます。誰もが主人公であり、生きるエネルギーを放出しているのです。物語を語るには
時間が必要です。話せるようになるまでに何年もかかる人もいます。たとえ話せるようになったところで癒される訳ではなく辛い作
業の連続だったり、話ながら同時進行で消化していく人もいるでしょう。その思いを吐露したいと思えるような最適な空間を整える
ことからピアサポートは始まります。
ピアサポートはレスキュー【問題を解決しアドバイスを与える】ではありません。サポート【理解を助けフィードバックを与え自立を
促す】に徹します。
どんな状況に陥っても誰もが自分で解決する力を持っている。ただ。今は少し元気がないだけ…勇気を無くして挫けているだけ

…不安な部分を助けていくのがピアサポーターの役目です。伏し目がちに話されていた相談者の方は、最後には胸を張り真っす
ぐな眼差しを向けてお礼を言ってくださいました。こちらの方こそありがとうございました。と心から安堵と感謝の思いで胸が熱くな
りながら見送らせていただきました。
不合理な感情の背景にある本当の理解にまで及ぶコミュニケーション。ある日、突然に難病になった・・・この誰にも理解してもら
えない痛みや思いに耳を傾けていきたい。未熟なサポーターはこれからも切磋琢磨しながら精進していきたいと思います。

今年の春はなかなか暖かくならず、三寒四温というにはあまりに寒い日もありましたね。そのおかげで例年より長く桜を楽しむことがで
きました。 桜がある風景は気持ちが高揚しますね。
みなさんは通勤や通学の日常の風景の中で、お気に入りの場所はありますか？わたしは車で通勤していますが、名古屋市内で何ヶ所
か好きな場所があります。
名古屋といえばやはり名古屋城！この季節は特に桜と桜の間から見えるお城を楽しめます。その景色を左手に東へ進んだ先には県
庁があります。ぷくぷくの活動でもおじゃましている国立名古屋医療センターの向かいですね。
県庁やその向かいにある名古屋市役所はドラマの撮影などにも使われていて、その建物の美しさは信号で止まったときに楽しめます。
県庁の少し東にある名古屋市市政資料館もまた歴史的な建物で見ごたえがあります。夜9時までライトアップされていて昼間とはまた違
った雰囲気も素敵です。名古屋城も夜間ライトアップされていますので、伏見から22号を北へ向かって三ノ丸の信号で止まるとちょうど
正面に見ることができます。他にもまだまだありますが、次の機会にまたご紹介しますね。
日常は日々忙しく過ぎていきますが、少し視点を変えるといつもと違った景色を見つけることができます。自分だけのお気に入りの場所
をぜひ見つけてみてはいかがでしょうか。

橋本ゆかり

私だけのお気に入りの風景



ボランティア バルーン講習会

毎月第3日曜日の11時から、「名古屋市市民活動センター」で来月の内容の作品を練習したり、
子ども達と関わり方の勉強をしています。
病院の子どもたちと一緒に楽しい時間を過ごすため、みんな真剣に取り組んでいます。

12/16 1/20 2/17 3/10
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●個室の子が、目の前で風船が膨らんでいくのを目で追って、びっくりした表情に変わったのが印象的で
とても可愛かった。

●プレイルームで、最初はやらないと言っていた女の子が、私たちが楽しそうな雰囲気で活動を始めると、
こちら気にし始め、結果的にはお寿司だけではなくお花、剣、犬まで作って楽しんでくれた。１回の誘い
で引きさがらなくても良いのだと思った。

●マスクをしているので、お子さんに笑っている表情が伝わっているのか、不安だった。
●バルーンを４本膨らませなくてはいけなくて、疲れた様子だったので、声をかけてあげればよかった。
●リースは色を選ぶところから、みんなとても楽しそうだった。
●あるお母さんがお子さんの笑顔を見て、「久しぶりにこんな笑顔を見た」と言っているのを聞いて、少し
はお役にたてているのかな、と嬉しかった。

●風船の色が自分の好みの色と違って、途中で作るのが嫌になってしまった子もいたが、他の子が優しく声
をかけてくれて、最後は笑顔で終わることができたので、よかった。

●年齢の高い子が多かった分作業はスムーズだったが、この色は嫌とか長さとかに好みがあって、一人ひと
りにゆっくり対応してあげられなかったのが、残念だった。

●外国の研修生の方が見学にきていて、いつもと違った雰囲気で、すごく賑やかだった。帰国子女の女の子
と英語が飛び交っていて、私がおどおどしてしまった。

●今回初めての参加で緊張し、講習会とは違って大変だった。でも講習会に参加できていたので、できた部
分が多かったので、良かった。

ぷくぷくヴォイス ～ボランティアの声

私たち、こんなこと感じながら活動してます

「ばるーんで遊ぼう！」
ボランティアに参加して感じたこと・思ったことなど
「ばるーんで遊ぼう！」
ボランティアに参加して感じたこと・思ったことなど

何事にも一生懸命な
陽くん、頑張れ！
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ぷくぷくばるーんの活動にご協力ください

１・ ホスピタルサポーター（ボランティア）として 活動に参加！

小児病棟に入院する子ども達へ、私たちと一緒に楽しい時間と笑顔を届けましょう。
バルーンを作るのも、ボランティア活動も初めて！という方も大歓迎。 詳細はＨＰをご覧ください

http://pupu-b.jp

４・ぷくぷくサポーター（賛助会員）またはご寄附による資金の支援で活動を見守る！

活動資金を提供してくださることで、安定した活動ができるようになります。
※主に、ボランティア交通費、バルーンなどの材料費、イベントの謝礼など

●ぷくぷくサポーター
（賛助会員）

●ご寄附 上限・下限はございません。 ぷくぷくつうしんをお届けします。

個人 3000円 （一口）
法人 10000円 （一口）

【入金方法】 ①ホームページから（クレジットカード） ①銀行振込 （三菱ＵＦＪ銀行、ゆうちょ銀行） ②かざして募金

三菱UFJ銀行 金山支店 普0008327 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん 理事長 加藤剛二
ゆうちょ銀行 ・00870-5-182196 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん

・店名二一八 店番218 普5587525 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん

みなさん、
ご協力よろしく
お願いします！！

２・小児病棟でイベント企画をする！ 「コラボイベント」「お母さんスマイルプロジェクト」

コンサート、読み聞かせ、マッサージなど、子ども向け、お母さん向けのイベントを開催してください。

３・思春期の子どもたちに部活動的関わりをする！ 「forティーンズプロジェクト」
ギターを教える、歌を教える、イラスト教室をする。。。
など中学生以上の子どもたちが楽しみにできる事を提供してください。

ホームページから
簡単に入金できる
ようになりました！

２０１８年度 ご支援ありがとうございました！ （順不同）

【賛助会員】

池田久里子様
杉野康宣様
高畑美千代様
伊藤佳子様
太田友子様
西原正子様
坪井直美様
三品雅義様
ひだかこどもクリニック 日高啓量様
松永久子様
角掛桂子様
村松秀城様
高坂久美子様
名備運輸株式会社 丸川靖彦様
塚本綾子様
加藤定知様
円銘建設株式会社 加藤剛嗣様
高柳仁様
村上遥香様
オノジュンコ様

【寄付者】

竹内敏夫様
工藤明日香様
石倉順子様
高野智美様
松山孝治様
寺田典江様
株式会社ITGS 深見和久様
水野利之様
諏訪淑子様
中川務（晴代）様
竹内真奈美様
藤井美由紀様
株式会社林電機商会 林浩司様
原弘久様
半田博子様
庄見弘美様

【その他ご支援】

毎日新聞大阪支社 小児がん抑制基金
イオンナゴヤドーム前店 イエローレシートキャンペーン
マックスバリュ千種若宮大通店 イエローレシートキャンペーン

HP、名刺デザイン 有限会社コボリ 原美保子様
１０周年記念動画制作 竹内幹様

みなさん、
心から感謝します！
ありがとう
ございました！！



編 集 後 記編 集 後 記

ぷくぷく活動履歴 2018年12月～2019年３月

次回の
ぷくぷくつうしんＶｏｌ.41夏号は
２０１9年8月中旬発送予定です。
乞うご期待！！

ぷくぷく活動予定 2019年４月～2019年７月
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特定非営利活動法人

ぷくぷくばるーん
〒460-0002
名古屋市中区丸の内3-20-20
チサン丸の内第３ビル902

号ＴＥＬ: 090-5105-4823
E-mail: pukupuku@pupu-b.jp

URL :  http://pupu-b.jp//

●ゆうちょ
・00870-5-182196
・店名二一八 店番218
普5587525
（Ｎ）ぷくぷくばるーん

●三菱東京ＵＦＪ銀行 金山支店
普 0008327

（Ｎ）ぷくぷくばるーん
理事長 加藤剛二

７日（金） ・・・ 名鉄病院
７日（金） ・・・ 国立名古屋医療センター
９日（日） ・・・ 愛知淑徳大学コラボメッセ

１１日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院
１３日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院
１５日（土） ・・・ あいち小児医療センター
１６日（日） ・・・ ボランティア講習会

つうしん発行作業
運営ミーティング

２５日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院

＜12月＞

１１日（金） ・・・ 名鉄病院
１２日（土） ・・・ 愛知医大病院
１５日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院
１７日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター
１９日（土） ・・・ あいち小児医療センター
２０日（日） ・・・ ボランティア講習会

運営ミーティング
２２日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院

＜７月＞

１日（金） ・・・ 名鉄病院
１２日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院
１６日（土） ・・・ あいち小児医療センター
１７日（日） ・・・ ボランティア講習会

運営ミーティング
１７日（日） ・・・ ｽﾍﾟｼｬﾙｷｯｽﾞｻﾎﾟｰﾀｰの集い
２１日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター
２６日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院
２８日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院

＜２月＞

＜１月＞

５日（金） ・・・ 名鉄病院
９日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院

１３日（土） ・・・ 愛知医大病院
１８日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター
２０日（土） ・・・ あいち小児医療センター
２１日（日） ・・・ ボランティア講習会
２３日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院

寄付も会員も
ボランティアも
募集してます

編集委員 大竹由美子、永田あおい
ライター 大竹由美子、祖父江薫、橋本ゆかり、丸山ユキ

西山貴洋、西原正子
校正 日下部恵美

＜３月＞

１日（金） ・・・ 名鉄病院
９日（土） ・・・ 愛知医大病院
９日（土） ・・・ あいち小児医療センター

１０日（日） ・・・ 全体ミーティング
ボランティア講習会
運営ミーティング

１２日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院
１４日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター
２６日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院

＜４月＞

５日（金） ・・・ 名鉄病院
９日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院

１８日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター
２０日（土） ・・・ あいち小児医療センター
２１日（日） ・・・ ボランティア講習会

運営ミーティング
つうしん発行作業

２３日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院
２５日（木） ・・・ 名大病院

＜５月＞
１０日（金） ・・・ 名鉄病院
１１日（土） ・・・ 愛知医大病院
１４日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院
１６日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター
１８日（土） ・・・ あいち小児医療センター
１９日（日） ・・・ ボランティア講習会

運営ミーティング
２８日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院

＜６月＞

７日（金） ・・・ 名鉄病院
１１日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院
１５日（土） ・・・ あいち小児医療センター
１６日（日） ・・・ ボランティア講習会

運営ミーティング
２０日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター
２５日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院
２７日（木） ・・・ 名大病院

新年度が始まりぷくぷく12年目突入です！そして、元号が”令和“に・・・平成最後のぷ
くぷく通信になります。前号から新たなコーナも増えて盛りだくさんになっています。
みなさん楽しんでいただけましたでしょうか？
昨年お世話になりました皆々様、ありがとうございました。そして、本年度もスタッフ、
サポーター一同病院の子どもたちに笑顔の花がたくさん咲くよう頑張ってまいります
のでどうぞよろしくお願いいたします！

祖父江薫

mailto:pukupuku@pupu-b.jp

